
産業環境委員会情報連絡 

令和５年１２月１１日 

情報連絡件名 頁 

（１） 「足立区くらしフェスタ（消費生活展）」の開催結果について・・・・・・・ ２

（２） 起業家交流会の開催について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

（３） 「足立ものづくりフェスタ」の開催結果について・・・・・・・・・・・・・ ５

（４） 山ノ内町との友好自治体提携４０周年に係る桜植樹式の実施結果について・・ ７ 

（５） 令和５年度東武健康ハイキングの実施結果について・・・・・・・・・・・・ ９ 

（６） 姉妹都市ベルモント市学生使節団の来日及び受入について・・・・・・・・・ １０

（産業経済部）



2 
 

産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１２月１１日 

件   名 「足立区くらしフェスタ（消費生活展）」の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 産業政策課 消費者センター 

内   容 

１ 目的・概要 

消費者の安全・安心を目指した、消費者団体・グループの活動成果の展 

示と官公庁・生活関連企業等の情報提供により、区民等の消費行動につい 

て意識啓発を図ることを目的として実施した。 

 

２ 参加者数 

７０３人 

 

３ 開催日時  

１０月２１日(土) 午前１０時～午後４時 

 

４ 会場 

エル・ソフィア 

 

５ テーマ 

  「地球のためにできること ～エシカル消費(※)ってなぁに？～」 

   ※ 地産地消など人や地域、環境を大切にする行動 

 

６ 主なイベント参加状況等 

（１）エシカルの木（３６１人） 

エシカル関連ブースで学んだことの中で、自分にできるエシカルな行 

動を葉っぱ（紙）に書いて木に貼る。 

（２）クイズラリー（中学生以上 ３２３人） 

会場内のブース１６か所を巡り、消費生活などに関するクイズに答 

え、スタンプを１０個以上集めると、抽選で景品がもらえる。 

（３）子ども向けお買い物ゲーム（小学生以下 １８５人） 

消費者センターで用意する専用紙幣を使って、楽しみながらお金の使 

い方を学ぶ機会として、小学生以下向けにお買い物ゲームを実施。 

 

７ 主催 

  足立区、足立区消費者友の会 
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８ 参加者の声 

（１）エシカルという言葉を初めて知り、これからの行動を意識する良いき 

っかけになった(４０代) 

（２）体験できるブースがいくつもあり、親子で楽しく学べた(４０代) 

（３）各ブースで説明を受けて、大変勉強になった(８０代以上) 

 

９ 今後の方針等 

今回のテーマであった「エシカル消費を知ってもらう」というイベント 

の目的は、一定程度達成できた一方で、高齢化等により各消費者団体の活 

動展示が４年前より減った。 

次年度は、各消費者団体のブースレイアウトを工夫し、イベント全体の 

構成を検討していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和５年１２月１１日 

件   名 起業家交流会の開催について 

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内   容 

１ 目的及び背景 

（１）目的 

人脈の拡大やビジネスパートナーの確保による持続的な成長を

支援するため、概ね創業５年未満の個人・法人を対象とした「起

業家交流会」を開催する。 

（２）背景 

区内創業者に実施したアンケート（令和４年度）より、多くの

創業者が他の創業者と交流の機会を求めている現状が明らかとな

った。 

（３）交流会に関する主な意見 

ア コロナ禍の起業で人との出会いが少なく、創業者同士が交流 

や情報交換できる機会を充実させてほしい。 

イ 新規事業のお披露目会のようなものがあると良い。 

ウ 創業後の成功事例を紹介してほしい。 

２ 日時及び会場 

１２月１１日（月） １４時３０分から１７時 

足立区勤労福祉会館 ２階第一ホール 

３ 参加予定人数 

 ４６名 

４ 内容 

（１）起業家講演 

株式会社オープントーン 代表取締役 佐藤 大輔 氏 

ア 創業支援施設「はばたき」卒業企業、設立２１年目、従業員 

５０名 

イ ＷＥＢシステム開発及びシステムコンサルティング事業等 

ウ 令和５年８月、一般社団法人日本経済団体連合会（経団連） 

入会 

（２）令和５年度創業プランコンテスト受賞者事業内容発表 

（３）交流会 

５ 今後の方針等 

コロナ禍以降初めての交流会となるため、今回の参加者の意見を

反映させた形で、次年度以降も同様に交流会を実施する予定。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡  
令和５年１２月１１日 

件   名 「足立ものづくりフェスタ」の開催結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内   容 

１ 概要・目的 

足立区の産業製品等の販売及びものづくり体験を通して、区のイメ

ージアップや区内産業のさらなる発展に寄与することを目的として

実施した。 

 

２ 参加者数 

（１）体験ブース  ６６４人（保護者含む） 

（２）販売ブース  １７３人 

 

３ 開催日時 

１１月１１日（土）～１２日（日） 

販売ブース：１０時～１７時 

体験ブース：【午前の部】１０時～１３時 

     ：【午後の部】１４時３０分～１７時 

※ 体験については事前応募制、各回１５０名 

 

４ 会場 

シアター１０１０ ギャラリー 

 

５ 実施内容 

（１）体験ブース出展企業 １０社 

オリジナルカンバッジ作り、打刻印キーホルダー、紙ヒコーキ、 

メタルブロック、万華鏡、紙で作るコロコロゲーム、レジンワーク、 

熱帯魚オブジェ、銀指輪、ネームプレート 

（２）販売ブース ４社（５社予定だったが１社辞退） 

紳士靴、ガーゼ商品、ウィッグ、和布カンバッジ等 

 

６ 主催 

足立区、足立区工業会連合会、あだち異業種連絡協議会、 

足立区伝統工芸振興会 

 

７ 参加者の声 

（１）スタッフが作り方を優しく手取り足取り教えてくれて、上手にで 

きとても喜んでいた。 
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（２）職人の人と直接お話しでき、実物を見ることができたので、子ど 

もも大人も楽しめた。 

（３）事前の抽選枠や予約枠があると、希望の体験ができ良いと思う。 

（４）小学一年生以上の枠が多く、就学前の子どもがあまり体験を選べ 

ず、そこが残念。また、待ち時間も長く飽きてしまった。 

 

８ 今後の方針等 

主催各団体と協議し、来年度の実施に向け準備していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１２月１１日 

件   名 山ノ内町との友好自治体提携４０周年に係る桜植樹式の実施結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 

 

 感染症の影響により延期になっていた、長野県山ノ内町との友好自治体提

携４０周年を記念した桜植樹式について、実施結果を報告する。 

 

１ 桜植樹式について 

（１）日程 

   令和５年１０月２４日（火） 

（２）植樹地 

   やまびこ広場（山ノ内町大字平穏１０６５－１） 

（３）植樹した桜の品種 

品 種 特徴・選定理由 写真（イメージ） 

関山
かんざん

 

もと江北村の荒川堤から広

まったといわれる紅色の濃い

大輪の桜。 

寒さに強く、豪雪地帯に指定

されている山ノ内町でも生育

できる。 

 

手毬
て ま り

 

もと江北村の荒川堤で植栽

されていた。 

手毬状の桜品種は、山ノ内町

ではあまり見られない。 

 

ウコン 

黄緑系の花色が、ウコンとい

う植物の根茎を使って染めた

色に似ていることから名付け

られたと言われる。 

黄緑色の花が咲く桜は、山ノ

内町では珍しい。  

 

 

 



8 
 

                     

  
 

 

２ 今後の方針等 

  足立の花火や光の祭典など協会主催イベントへの招待や、森の音楽会な

ど山ノ内町主催イベントへの参加を通じて、自治体間交流を図るとともに、

相互の関係性やイベント等を区民や町民に周知していく。 

 

  

山ノ内町関係者との記念撮影 山ノ内コカリナ会による歓迎演奏 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１２月１１日 

件   名 令和５年度東武健康ハイキングの実施結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 

 

 東武鉄道主催の「令和５年度東武健康ハイキング」について、以下のとお

り実施結果を報告する。 

 

１ 実施日 

  令和５年１０月２８日（土） 

 

２ 参加人数 

  ９９０人 

 

３ ハイキングコース 

（１）スタート・ゴール受付 

  ア スタート受付 

    日吉児童遊園（足立２－４４－１） 

  イ ゴール受付 

    大師前駅 

（２）主な見どころ 

  ア 荒川河川敷 

  イ 旧日光街道 

  ウ 区立ベルモント公園 

  エ 炎天寺 

  オ 都立舎人公園 

  カ 西新井大師 

 

４ 商店街（西新井大師商栄会）で使用できる割引クーポンの実績について 

（１）配布数 

   ２００円割引クーポンを９９０名に配布した。 

（２）使用枚数／使用率 

   ５３９枚／５４．４％ 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年１２月１１日 

件   名 姉妹都市ベルモント市学生使節団の来日及び受入について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内   容 

 

 

 感染症の影響により中断していた（令和２～４年度）、足立区の姉妹都市で

あるベルモント市からの学生使節団来日に対する受入について報告する。 

 

１ ベルモント市との交流について 

（１）姉妹都市提携の経緯 

   １９８３（昭和５８）年、「世界をむすぶ文化のまち」実現のため、海

外都市提携に向けて英語版ＰＲ冊子「ＡＤＡＣＨＩ」を発行した。冊子

を各国大使館等に配布したところ、オーストラリア西部に位置するベル

モント市から交流を図りたいと申し入れがあった。１９８４（昭和５９）

年１０月１日、両都市による姉妹都市提携調印が執り行われた。 

（２）姉妹都市提携後の主な交流 

年 代 内 容 

１９８６（昭和６１）年 
学生間交流が始まった。ホームステイを通じ

て親交を深めた。 

１９８９（平成元）年 
姉妹都市提携５周年記念式典を実施した。以

降、５年ごとに周年行事を実施している。 

１９９３（平成５）年 

ベルモント公園の開園。園内にある洋館には

ベルモント市から寄贈された陶芸品等を展

示している。 

２００４（平成１６）年 

足立パークの開園。姉妹都市提携２０周年を

記念してベルモント市内に造られた公園。園

内には日本庭園が設けられている。 

 

２ ベルモント市学生使節団の受入について 

（１）目的 

   歴史・文化や建築、その他衣食住等、日本とオーストラリアの文化の

違いを体験できるようなコンテンツ（寺社仏閣見学や着付け体験等）を

用意することで、学生使節団の日本に対する関心や知識を高めてもらう。 

（２）実施期間 

   令和６年１月１１日（木）～１９日（金）の９日間 
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（３）使節団の人数（予定） 

   ２１名（学生１６名、市職員等５名） 

（４）概要 

  ア 学生の宿泊は区内のホームステイ先に滞在する。市職員は民間の宿

泊施設に滞在する。 

  イ 都区内及び友好自治体（魚沼市）へのツアーを行う。 

  ウ 歓迎会及び送別会を行う。 

 

３ 来日中のスケジュールと内容（予定） 

日 付 主な訪問先 備 考 

1/11（木） 

東京スカイツリー 展望台見学等 

区議会棟 議場見学 

ウェルカムパーティー １４階展望レストラン 

1/12（金） 
皇居・皇居外苑 ガイド付き見学 

国会議事堂 ガイド付き見学 

1/13（土） 
ホストファミリーとの自由行動 

1/14（日） 

1/15（月） 
魚沼市雪国体験ツアー 

ソリ滑り・雪合戦、どんと焼き

体験 等 1/16（火） 

1/17（水） 
生物園 ガイド付き見学 

青井中学校訪問 給食体験、部活動参加等 

1/18（木） 

ものづくり体験 だるまづくり体験 

浅草観光 浅草寺ほか自由散策 

フェアウェルパーティー 浅草ビューホテル 

1/19（金） 帰国 成田空港 

 

４ アトリウム展示 

（１）目的 

   ベルモント市学生使節団の来日に合わせ、区役所１階アトリウムにて

パネル展を開催する。ベルモント市との交流の経緯や過去に行った交流

時の写真展示等のＰＲを行っていく。 

（２）日程（予定） 

   令和６年１月１１日（木）～１９日（金）の９日間 

 

５ 今後の方針等 

  令和６年度は姉妹都市提携４０周年を迎える。日程や記念式典の内容等

について、ベルモント市側と調整を進めていく。 

 
  


